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横山公男の「宗教」をとりまく創造活動	
 

———建築家・横山公男の建築研究———	
 
	
 

The Design Works Of Yokoyama Kimio Surrounding The “Religion” 
——— A study of The Architect Yokoyama Kimio ———  

 
建築デザイン分野	
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建築家・横山公男は、大石寺の作品に対する印象が強く、外観の造型に注目して語られることが多

い。そんな中、大石寺建立以降の日蓮正宗の末寺の作品をみることで、設計に内在する諸条件の解

決の可能性を室内の空間に求めていたことがわかり、大石寺の作品でも同じことがいえた。横山は、

生涯を通してモダニストとして位置づけることができる。そして、生涯 252作品もの宗教建築を残
した功績があり、宗教を考え続けた姿勢は他のモダニストとは違う人物であったといえる。 
We receive a strong impression to work Daisekiji of Kimio architect Yokoyama. In such a thing to speak 
with a focus on the molding of us appearance, it is possible to see the work of the branch temple of Nichiren 
Syousyu of Daisekiji later erected, that it had asked the possibility of resolution of the conditions inherent in 
the design in a room of space is to understand, the same thing has said also the work of Daisekiji. Yokoyama, 
can be positioned as a legitimate modernist throughout life. And, there is achievement who left the religious 
architecture of life 252 work also, I said that the attitude that kept thinking the religion was a person different 
from the other modernist. 

 
１.はじめに	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
	
 横山公男(1924-2009)は、戦後の日本における建築
家の一人である。幼い頃から日蓮正宗の末寺である

浄園寺で生活し、宗教の信仰を身近に捉え、生涯を

通して日蓮正宗の建築を設計し続けた。一般には、

代表作である大石寺の伽藍を一貫して設計したこと

が評価され、1964 年度日本建築学会賞(作品)を受賞
しており、当時の学会では有名であった。そして、

2013年から、連合設計社横山公男建築設計事務所に
あった図面・スケッチ・写真といった主要な史料が、

JIA-KIT 建築アーカイブス研究所で保存されている。 
	
 その資料によると、横山は、1972年に大石寺全体
計画の最終段階とされる正本堂が建立され、伽藍の

計画が落ち着いた後も、大石寺正本堂建立以降も多

くの作品を設計していたことが明らかとなった(図
-1)。 

	
 また、横山公男に関する先行研究は、雑誌や新聞、

書籍での作品解説を中心とした断片的な論評が多い。

横山の建築作品がまとめて論評された書籍には、『現

代日本建築家全集 20』がある。この書籍は、相田武

文が個々に 16 作品の解説と、大石寺の伽藍を訪れた

順路で評価を加えている。他に、横山の設計した大

石寺正本堂建立以降の多くの作品に対する論評はな

い。	
 

	
 さらに、横山は、大石寺という設計段階で象徴性

を求められる建築を設計していた。そのため、作家

性という言葉で表されることが多く、横山の建築に

対する評価も、外観の造型が取り上げられることが

多い。	
 

	
 そこで本研究は、具体的な設計行為を伝える建築

作品を軸に、形態の分析を行う。そして、大石寺と

いう横山の設計作品の中でも特殊な作品に比べて、

横山の晩年の作品はどのようなものであったのかを

理解することで、大石寺の作品や横山の志向を正し

く理解するための一助とする。	
 

 
２.研究の史料について	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 主要な資料は、連合設計社横山公男建築設計事務

所にあった図面・スケッチ・写真、及び横山の作品
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掲載雑誌である。2013 年から、JIA-KIT 建築アーカ
イブス研究所で保存されている。 
	
 大石寺一連の作品分析の際は、雑誌の文献資料か

ら、横山の設計態度や具体的な形をみていく。また、

大石寺正本堂建立以降の日蓮正宗の全国末寺の分析

の際は、文献資料がないため、図面・スケッチ・写

真資料から具体的な形をみていく。 
	
 表-1に分析作品一覧をまとめた。ここで取り上げ
た作品は、「横山公男＋連合設計社作品集１輯〜４輯

(未発表)」の宗教建築を対象としている。本の内容
の多くが写真である。それと合わせて、図面・スケ

ッチと、河合誠氏のヒアリング内容を使い、具体的

な形をみていく。 
 
３．横山の宗教建築に携わる生涯の姿勢                  
	
 本章では、横山の宗教建築に関する言説を読むこ

とで、横山は、宗教・日達上人・宗教建築・建築家・

信者のそれぞれの関係性を理解することで建築を設

計していたことがわかった。教説に基づき、信者に

近い立場で新しい宗教建築の様式を創造しようとす

る姿勢で設計していたことが明らかとなった。	
 	
 

⑴横山公男の立場 
	
 横山が手掛けた大石寺一連の作品は、約 700 年の

歴史をもつ日蓮正宗の信者団体の一つである創価学

会が勢力を伸ばし、御供養という形でその総本山に

建設したものである 1)。横山は、創価学会の成長と

一致するかのように一連の総合計画である施設の設

計と伽藍配置を手掛けていた 2)。そのため、横山に

対する従来の認識は、創価学会の建物を建てた人物

とされる。しかしながら、横山は小学校 1 年から 6

年まで母とともに、日蓮正宗の末寺である浄円寺と

いう住職不在の寺の留守番をするなど、創価学会の

会員ではないけれども、日蓮正宗の信者であった。

さらに、日達上人の娘と結婚している。日達上人は、

1959 年に日蓮正宗管長・大石寺住職、法主に就任し

ている。創価学会の根底にある思想は、日蓮正宗に

起因するものであることを考慮すると、「宗教」に対

する横山の考えを理解する前提として、横山が宗教

建築を設計し、「宗教」について考える際に、その根

底にある考えは日蓮正宗のものであるといえる。	
 

⑵日達上人の求める様式	
 

	
 施主である日達上人の思想から日蓮正宗の求める

宗教建築について考えていくと、教団として要求す

る具体的な建築様式は存在しない。日達上人は、近

代建築に興味をもち、時流に合致した合理的な建築

を目指しており、従来のような様式に固執しない宗

教建築の実現を横山に託し、日蓮正宗の新しい様式

を創造したいという信念を持っていた。それを担っ

た横山は、日蓮正宗の既存の固定的な様式が存在し

ないことに悩みながらも、生涯一つの宗派の設計に

取り組み、合理的で新しい日蓮正宗の様式を創造す

ることを試みたといえる。	
 

⑶著述からみる宗教建築の捉え方	
 

	
 宗教建築についての横山の考えを端的に要約する

と、信者などの人々が神への信仰を捧げる場であり、

神への信仰のしるしとしている。ここで言う神とは

宗教における信仰の対象のこと。さらに神の定義は

時代によって変容しているという。横山は自身の言

説でも頻繁に使っている神という存在を、歴史上の

様々な論者の言葉を引用しながら、神は創られたも

のではなく、亡びもしないもの 3)と一般的な形で理

解しており、宗教や日蓮正宗に対する認識もこれに
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裏打ちされたものであったと考えられる。横山は、

現在の視座というフィルターを通して過去を眺める

ことで歴史が構築されるという考え方は建築にも当

てはまり、建築における分析や調査の重要性を認め

ながらも、宗教建築においても建築家が宗教をどの

ように理解しているかが建築様式に影響すると考え

ていた。これを踏まえると、横山は宗教建築の在り

方について、横山は信者に近い立場で教説に基づく

建築を設計することを心がけていたといえる。	
 

	
 

４．大石寺                              
	
 本章では、大石寺の設計において、横山が室内の

空間に諸条件の解決の可能性を探ったモダニストで

あることを明らかにした。まず横山の言説から設計

する際に、自己表出のような作家主義を嫌い、諸条

件を解決することで設計してきたことを明らかにし

た。そして、具体的な造型について室内の空間に対

する配慮が伺えることを示した。	
 

⑴建築界に内在する問題から方法論へ	
 

	
 横山は、近代にみられる建築の発展から宗教建築

だけが取り残されているという解釈を示している。

そして、昔からある社寺建築の様式にみられる技術

や表現は認めながらも、宗教建築を設計する際に建

築形態を模倣するといった創造を怠った設計態度を

批判している。そして、寺院側と共に新しく建てら

れる建築の創造を成し遂げることが建築家には求め

られるとしている。	
 

	
 また、機能的で合理的な設計は当たり前とし、そ

れよりも人間の内側の感情的な部分から設計を行う

ことが重要であるため、建築には必ず創造が伴うと

いった考えを持っている。さらに、様式主義・機能

主義・合理主義に偏った設計態度の批判を口実にし

た、コマーシャリズムや形態を優先するといった芸

術至上主義者のような自己表出をする作家主義を批

判している。4)	
 

	
 このような当時の建築界に内在する問題とされた

設計の仕方に自身は当てはまらないという見解を横

山は持っていた。そのため、横山は宗教建築という

必然的に象徴性のある建築を設計するにあたり、自

分勝手な作家主義にならないためにも建築設計に関

わる多くの諸条件をよく吟味し、設計する上で多く

の課題を解決しようと試みていたといえる。	
 

⑵諸条件から形態へ	
 

	
 大石寺 9 作品の分析から建築設計に内在する多く

の諸条件には、⑴経済上の問題、⑵耐火上の問題、

という基本的な条件から、⑶宗教と社会に内在する

問題という横山にとっての生涯のテーマとなるもの

まで多岐にわたる。	
 

その中でも、大石寺宝蔵と大石寺六壷は、⑶の課題

を解決する糸口となるような特殊な条件が与えられ

た。大石寺宝蔵では、施主から周辺の環境に調和し、

仏教建築としての性格を表現したもの 5)という条件

が要求されていた。それに答える形態を、丸みのあ

る天井の表現にしている。これは、宝蔵以降の他の

作品でも多く見られ、横山の宗教建築にみられる特

徴の一つである(図-2,3)。また、大石寺六壷では、再
建当初から勾配屋根で本瓦葺きの木造日本建築であ

ること 6)という施主からの条件があった。単に木造

にするのではなく、木造とコンクリート造を併用し

図-2	
 宝蔵	
 本堂写真	
 
図-3	
 宝蔵	
 外観写真	
 

図-8	
 大客殿	
 本堂写真	
 

図-7	
 大客殿	
 外観写真	
 

図-9	
 総坊	
 外観写真	
 

図-4	
 六壷	
 外観写真	
 

図-11	
 正本堂	
 外観写真	
 

図-10	
 正本堂	
 妙壇写真	
 

図-5	
 大化城	
 階段室写真	
 

図-6	
 大講堂	
 本堂写真	
 

 



 

た構造的な表現を試みている。天井の勾配を変え、

めくれ上がるような形で、屋根の厚さの調整をして

いる。これは、伝統的な社寺建築とは妻の納め方が

違い、横山は日本の昔からある様式ではないことを

意図して設計している(図-4)。 
	
 また、施主から昔からある社寺建築の様式を求め

られていない建物でも、横山は、様式主義に対する

解答を示す一貫した姿勢があった。大講堂では、本

堂の天井模様の創作に力を入れ(図-6)、大化城では、
燃えない材料としてではなく、鉄筋コンクリートを

素材として表現している(図-5)。また、大石寺大客
殿(図-7,8)では、貝殻のようにシェルを 2枚合わせた
形態を成り立たせるために、構造的な解決をしてい

る 7)ことや、大石寺総坊第１期(図-9)では、プレハブ
方式の徹底と、リフトアップ工法を手段として用い

ている 8)。さらに、大石寺正本堂(図-10,11)では、人
間の行動する目的に合った床を制限無く自由に設定

できるような大屋根という 6000 人を収容できる大
規模な新しい構造が工夫されている 9)。 

	
 このように、大石寺の設計では、多くの問題や課

題を解決し、材質や工法を建築に反映することで当

時の近代建築の性格を宗教建築に表し、構造力学や

施工技術といった、当時の技術を駆使して独自性の

ある形態をつくる姿勢を有していることがわかる。

その点に、様式主義に対する解答を示す一貫した姿

勢があったといえる。 
 
５．正本堂建立以降の日蓮正宗の全国末寺        
	
 本章では、横山の晩年の作品を分析すると、外か

らみた形態よりも、室内の空間を重視した設計を行

っていたことがわかる。それは、室内の包み込むよ

うな空間であるといえる。	
 

⑴ロマネスクについて横山の理解	
 

	
 横山は、ロマネスクをはじめとする西洋の建築様

式や思想について、自身の著述で頻繁に言及してい

る。その中でも、11 世紀から 12 世紀後半にかけて
のクリュニー会修道院とシトー会修道院の活発な建

築活動である⑴華麗なクリュニー会修道院と簡素な

シトー会修道院の建築上の違い、⑵ピエール・アラ

ベールとベルナールの建築観を巡る対立、という中

世ヨーロッパ時代の建築上の動きに興味を示してい

る。華麗な第Ⅲクリュニー修道院を設計したピエー

ル・アラベールは聖堂は美しく飾らなければならな

いという立場である。対して、シトー派のベルナー

ルは、簡潔な外観を良しとした立場である。豪華に

飾ると費用をかけ続けることになり、人々の祈る心

をそらせてしまう 10)というベルナールの見解に、当

時の日本社会が物を買い集めお金を惜しみなく使う

物質主義社会であった 11)という背景と重ね合わせ

共感していた。 
	
 さらに、横山の論考によると、現代の宗教建築観

には、⑴宗教は現代人の日常生活に積極的な役割を

果たさない非日常的な存在、⑵宗教は精神・心の中

の問題にしか過ぎない、という二点の考え方が普及

しており、宗教を日常生活と離れたものであると捉

え、無関心となっている人が多い。横山はこの点を

嘆き、宗教と社会の関係が薄くなるにつれて、神と

人との間柄も疎遠になっていると考えている。横山

の考えによれば、このような社会状況の中でも、日

常生活に宗教が活きているという考えをもつ実際に

信仰している人々が、日蓮正宗には多く存在してい

る。12) 

	
 そして、ロマネスクとは 10 世紀末期から、12 世
紀にかけての芸術様式であり、中世ヨーロッパを代

表するものである。日常的な信仰と教会とが一体化

していた。これは、現代の日本における宗教状況と

は対極をなしており、横山が理想とした宗教建築は

中世ヨーロッパのような生活を信仰が密接に相互に

関連するような状況で成立するものであったことが

わかる。 
⑵創造活動の推移	
 	
 

	
 さらに、1975 年を分岐点に木造の作品が増加する

(図-12)。	
 

	
 

	
 理由は、宗派の発展が急速に進んだことに伴い、

地方寺院の建設のため建設地と建設棟数が増え、そ

れに伴う建設資金のなさが一つの原因と考えられる。

周知のように、1972 年以前は大石寺の一連の作品を

手掛けていた時期であり、建築資金も多く存在した

と考えられる。それ以降は、横山は地方の寺院建築

を任されることが多くなったことは、建設地の分布

をみればわかる。建築資金が少ない案件を木造の建

物で建てることを余儀なくされていたと考えられる。

横山は、宗派の発展に呼応するように活動を行って

いた。	
 

⑶正本堂建立以降の日蓮正宗全国末寺の形態	
 

	
 22 作品の分析を行った結果(表-2)の考察を行っ

た。	
 

	
 法道院(図-13)は、坐敷ではなく椅子式を取り入れ

図-12	
 構造種別作品数	
 



 

て設計したお寺である。椅子式を優先している点に、

昔からある伝統的な社寺建築の様式に固執するので

はなく、新しい宗教建築の様式を作ろうとする大石

寺設計から通ずる姿勢が伺える。さらに、法清寺(図

-14)や深教寺(図-15)では、材料として使用するコン

クリートを、そのまま塗装せずに残しており、素材

の表現を設計のデザインに取り入れている。これは、

大石寺の大化城に通ずるデザイン手法が伺える。横

山の理想とした新しい宗教建築の様式を、当時の技

術や、材料を用いることで実現しようとしたと推測

できる。	
 

	
 次に、形態の特徴について考察していく。横山は、

お寺という特殊な建築を設計していたため、信者が

出入口で混雑しないように回遊性を意識した平面計

画は当たり前のように行っている。また、窓や屋内

や入り口のドアには、半円アーチのデザインが多く

みられた。室内の天井は、横断アーチのような曲面

を基調としたデザインが多く見られる。特に、蓮興

寺(図-17)あたりから、折り上げ格子天井をもつ形態

が用いられるようになる(図-16,17,19,21,23)。さら

に、横山は、円形・半円形・正方形・正八角形など

のシンメトリーな幾何学形態を自身の設計する上で

の デ ザ イ ン の 一 つ と し て 多 用 し て い る ( 図

-14,15,20)。	
 

	
 周知のように、窓の半円アーチや天井の横断アー

チや幾何学といった形態は、ロマネスク建築の特徴

である。これらのデザインは、大石寺正本堂建立以

降に顕著に表れだした。ロマネスクの時代、幾何学

や数学や音楽の理論は、教会堂建築を形作るために、

記号的にデザインに取り入れられた。そして、これ

により、象徴性が作られたのである。その中でも、

神学者・聖職者・修道士にとって、神性へと導いて

くれる最も高度な学問は、数学で、数との組み合わ

せの科学であった。そのため、寸法として数に関係

する建築は、数の科学を通して、天空に示された神

の摂理の学問である天文学と、祈りの行為であり、

数の科学でもあった音楽にも結びついていた。そし

て、クリュニー第Ⅲ教会堂は、音楽学者である修道

士グンゾが数学者のエゼロンの助けを受けて、構想

した建築であり、教会堂の全体や各部の寸法に数的

特徴性が仕組まれていた。これらは「神の完全さ」

の象徴とされ、この時代の宗教建築に共通してみら

れた。上記のロマネスクの説明は一般的な事柄であ

る。横山が、頻繁に自身の宗教建築に関する論考の

中で、クリュニー第Ⅲ教会堂について、神や宇宙に

ついて述べていたことからも、横山は上記のロマネ

スクの一般的な形態について理解したと考えられ、

日蓮正宗の末寺のデザインはロマネスク建築に影響

図-13	
 法道院	
 外観写真	
 

図-14	
 法清寺	
 外観写真	
 

図-16	
 妙源寺	
 本堂写真	
 

図-19	
 本土寺	
 本堂写真	
 

図-23	
 広説寺	
 本堂写真	
 

図-15	
 深教寺	
 外観写真	
 

図-22	
 真光寺	
 本堂写真	
 

図-21	
 妙縁寺	
 本堂写真	
 

図-18	
 立正寺	
 本堂写真	
 

図-20	
 本源寺	
 本堂写真	
 

図-24	
 昭倫寺	
 本堂写真	
 

図-17	
 蓮興寺	
 本堂写真	
 



 

されていたと推測できる。	
 

６.結論 
	
 横山は、生涯、日蓮正宗の宗教建築の新たな様式

を創り出そうとしたモダニストであった。 
	
 大石寺正本堂以降の日蓮正宗の末寺は、外からみ

た形よりも、室内の包み込むような空間に、横山の

空間という可能性にかけた設計手法がより洗礼され

た形で表れている。晩年の末寺の作品をみたことで、

今までの大石寺一連の作品をみて、造形に特化した

建築を作る人物であるという横山の評価の一面に対

して、室内の空間を重視したモダニストであったと

位置づけることができた。 
	
 さらに、252 作品もの宗教建築を残した功績があ
り、生涯宗教を考え続けるという姿勢を持ち続ける

という点で、横山は他のモダニストとは違った建築

家であったといえる。 
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討議 
 
討議 [	
 徳尾野准教授	
 ] 
	
 ２点質問があります。 
	
 １点目は、大石寺の伽藍配置の話は全然出てこな

いけれど、横山公男は全く関わっていないのか、そ

して、どのように考えていたのか。 
	
 ２点目は、初期の作品である大石寺はとてもル・

コルビュジェと関係が深いような気がして、最初の

頃はタタミのモジュールでとても端整なピロティー

を持ち、最後には開放されて正本堂といったとても

造形的な形態は、ロンシャンの教会に共通するもの

があって、多少影響することはあったということは

本編のところでも書いてあって、とても影響があっ

たような気がするという疑問があります。 
	
 また、初期は全部タタミですよね、図面なんか分

析したら尺貫法モジュールを使っているとかはなか

ったのかなど、もうちょっと踏み込んで分析された

ら良かったと思います。	
 

 
回答 
	
 １点目の伽藍配置についてですが、建物の建つ位

置は元から決められていたので、伽藍の配置につい

て横山さんが考えることはなかったと思います。後、

全体的な統一性というものも、横山さんの言葉を借

りると、まだ自身は未熟で一貫して統一した伽藍を

建てたわけではないと述べていたことからも、伽藍

の配置について横山さんが考えることはなかったと

考えます。 
	
 ２点目のル・コルビュジェの話ですけれども、影

響はあったと思います。横山さんがそれに対して言

及している作品というのが大化城の設計で、ル・コ

ルビュジェのモヂュロールをタタミの寸法に置き換

えて、その他の設計でもそのモヂュロールを使うこ

とがあるなども書かれていたので、言説とかでみる

と、コルビュジェの話は余りないですけど、影響は

あったと考えます。 
 
 
討議 [	
 横山教授	
 ] 
２つ質問です。１つはなんで今横山公男の研究な

のか。また、研究に関して横山公男はモダニストだ

というのは、それはそうだろうなと思います。その

根拠として室内を大切にしたから、モダニストだと

いう風に書いてあるように思えたのですが、実際に

この写真で内部空間が多くありますけど、どうみて

も純粋モダニストではないのではないかと思います。

もう少しモダニストという意味を解釈して、ひょっ

としたら違う言葉でも良かったのではないかという

気がしています。モダニストという評価の仕方では

なく、新しい評価の仕方があって、その時代の単純

にみんなモダニズムという風にくくらないで、もう

少し違う動きとか考え方があって、という話が彼を

起点にして出来る様な気がします。それについてご

意見をお聞きしたいです。 
回答 
	
 １点目について、現在、横山公男の有名な大石寺

一連の作品のほとんどが取り壊されてしまっていて、 
興味をもったというのが大きな理由です。また、丁

度 2013年に JIA-KIT建築アーカイブス研究所に設計
事務所の資料一式が所蔵されたということが分かっ

たので、研究の意義ではないですけど、今から研究

するべき人ではないかなという点でパーソナルなモ

チベーションで横山公男を研究しました。 
	
 ２点目について、私の中でもモダニズムとは一概

には言えないのではないかとは思っていて、他に思

い当たる言葉がちょっと思いつかなかったのが実際

のところです。少し違和感は感じています。 
 
 
討議 [	
 倉方准教授	
 ] 
	
 今、横山先生が言われたモダニズムと室内空間の

話は、昨晩も私が指摘したことで、大変重要だと思

います。要するにモダニズムって言う言葉を使わな

いで、例えば構造的なとか、平面的なとか、大石寺

の後期の作品でもいいですけど、一般に近代建築と

かモダニズムというものと、横山公男の室内空間の

あのような装飾は普通はモダニズムと反するもので

す。モダニズムと言う言葉を使わないとしたら、近

代建築の構造的なことをいかしてるとか、簡素性を

いかしてるとか、モダニズムという言葉を使わない

で、その関係を言わないと横山公男という人物をや

ったことにはならないし、横山先生も言ったように、

モダニズムと言っとけばいいというか、そういうこ

とに可能性を開くきっかけになると思う。もう少し

言ってみて、具体的でもいいですし。	
 

回答 
	
 後半の作品では、横山さんの特徴として、内部空

間が大事で、むしろ内部が先で、裏としての外部が

あったのではないかという点は横山さんの特徴とい

えるのではないかなと思います。 
 
 
討議 [	
 吉中准教授	
 ] 
	
 コメントなんですが、木造の作品の推移がありま

したけども、正本堂は曲面構造の分野で非常に有名



 

な構造です。そのころは、鉄筋コンクリートを曲面

などに使うなど、ブームになった時期があって、鉄

骨のトラスに変わっていった時代です。ダイナミッ

クな外観っていうのはシェルが影響していて、その

内部もどういう構造を使うかという点で影響されて

いるような気がする。	
 

 
 
討議 [	
 吉中准教授	
 ] 
	
 正本堂が解体されたのは耐久性の問題が原因なの

でしょうか。現在その場所には何もないのでしょう

か。700 年前に開祖して、本山はずっと木造なので

しょうか。大事なことだと思うんですけど。 
回答 
	
 耐久性の問題ではないと私は考えていて、大きな

理由は宗教上の内部の対立の問題だと考えています。

横山さんの設計した建物とは違う新しく建てられた

建物(名前は正本堂かは分からないんですけど)は建
てられています。今までずっと木造であったかは分

かりません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


